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昭和40年5月15日

NOROニュース

社団法人日本外洋帆走協会

関東支部

麻里主事就任

予てより運輸省に於ては、NOROの事務局体制の強化を要望していまし

たが、今回運輸省より団体補助費をNORcに出して戴けることになりま

したので、麻里真三氏を当協会主事として、協会本部事務所に常勤するこ

とになりましたので宜敷お願いします。

同氏は海運局及び海上保安庁経理補給部補佐官として、経理、調度の仕事

を担当して今日に至った方です。

城ケ島灯台博物館をフイニツシユ点に使用します

今まで京急レスト／・ウスをフイニツシユ点に使用してきましたが、京急も

観光シーズンともなりますと、昼|§尚は使用不可能な状態なので、城ケ島灯

台博物館の使ﾉ打をお願いした処、平和の海協会高橋理争長の承認を得まし

たので、城ケ島灯台博物館の使用に決定しました“

,へ 翔鶴号遭難一週年追悼会が行はれました

去る3月27日学習院大学に於て追悼会が厳粛に行はれ、安倍院長、麻生

学長を初め、山梨名誉院長よりヨツトマンに対する激励と心構えについて

講話があり、出席者に多大の感銘を与へました。

当協会は生花を供え、則武常務理事、渡辺理事、大儀見常任委員、今井

金次氏等が出席され慎んで哀悼の意を表しました。

第一回クルーザー教室は盛会のうちに終了しました

受講者27名、実習使用艇7隻で下記の教育計画に基づき全教程を終了致

しました。
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誠意、努力

積極性

礼儀

親切

明朗

慎重

敏速

ロープワーク

錨作業

チェック（安全の為）

整頓

天気図

料理

犠製（帆走の為）

帆走

機走（入出港を含む）

機関（調整、修理を含む）

チヤートワーク

荒天作業（航行停泊共）

レースの為のチューニング
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本講習会に御協力下さいま

ELDORADOyFLAMINGO,

氏のご尽力に厚くお礼申し

した皆様と特にLOTUS,SHARKVII,SHARKX,

LUNAROSSA,OLYMPASS,の船主、艇長、福留

上げます。

NORC第二回講習会を開催します

NORO会員を対称に年2回講習会を次の要領にて実施致します。会員の皆

様は必ず参加して下さい。

同封葉書にて申込下さい。

対
会
会

象
期
場

主としてN,0,R,O会員、会昌他にても可

昭和40年6月12（土）～15（日）日

国際貿易観光会館（シルクセンター504～505号室）

横浜市中区山下町’電話（64）0841～5

N,OyR,0会員¥500

－般￥2．000

学生￥1，000

宛先

昭和40年5月51日

社団法人日本外洋帆走協会(N,0,R,O)

東京都港区芝琴平町55（船舶振興ビル）

電話（501）2847

り
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1，会費

1，申込期日、
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1，講師及び講議内容

第1日目（6月12日㈹）14．00～1ス00

外洋に於ける航法航海訓練所教授

航海科長北川次郎

第2日目（6月’5日⑤)0ROO～’ス00

(1)衝突予防法の改正点、港則法、特定水域について（’000～'200）

海上保安庁警備救難部航行安全課

海上保安官小林和太郎

(2)ヨットの為の海洋気象について（’300～’500）

日本水産捕鯨船団気象長

馬場邦彦

(3)大型船々長の立場から港湾水道航法、海難防止について

（1500～1700）

日本海難防止協会

周知部長加藤敬二

新登録艇紹介

MIIJﾉ妬

564

RIGYACHT
IB''

EARLYBIRDIS

TCF α」 FLEET

BIHAYAMA

OWNER

金川一之

565

566

367

設計者渡辺修治LOA21!－5I'LWL18'-01!ENGINEOutBoard

建湖fｵﾘｴﾝﾀﾙ恭一トB6!-4IID43-5I1DISPT.1.25T

’PIONEERII SlO60｡IAIABURA ’
/efｵﾆｱｸﾝ'一プ

田辺重光

設言堵渡辺修治LOA24u501JWL20!ENGINEYANMA3BHP

這錯所加藤ポートB7!50D4'75DISPT"

IMossA-m
ろ65と同じ
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1
1

1 sl'600 AIKOAJIRO

建造所坪井ヨツトエ作所

|＆｜｜‘’ KOAJIRO

’

｜
I

モサグループ

守屋克已

S.G｡VISHTAK

冒蠕堵岡本造船所IJOA9M150LWL6M800ENGINE8BHP-YANMA

建造所〃B2M750D1M520DISPT.4T
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英 男368あ

設言堵

建造1↑

かぎ｜§｜｜・’｜小林
横山晃LOA6M40I_WL5M

辻堂加工B2MO9D1M55

3‘，｜潮（ラしお） |sll｡’ ’ 泉茂基
堕
皐HAYAMA

設言渚戸H1邦司LOA7M480IJWL5M900ENGINE3BHP-YANMA

建i都f岡本笥沿所B2M540D1M400DISPT.

|日艇登録更新（登録艇で新しく特別会員登録）

SO581!BIHAYAMA

SO581IBIKOAJIRO

YI0601:A1HAYAMA

SO580BYOKOHAMA

一

山名雅之

東海大学細川保弘

岩田頓夫
慶応ヨット部
金子芳雄

156CONTESSA

162IPHOENlX

317!MAUPITI

158ARGONlUT--I工

艇名変更

特別会員

大口一英

東海大，細1I1呆弘

新艇名 旧艇名

LOOINAN｢rEII

NEPTUNEⅥ工I

SAIL/妬

146

162

ROCINANTE-II

PHOENIX

新計測艇（再計測艇）

特別会員

伊熊仁－

栗林定友

福田寿雄

古屋肯駄郎

鈴木礼三

田山英世

末延道彦

芦田等

清野博義

竹下政彦

|日TCFSAILノ妬IYACHT

518ISIGMA

323KAYSEVEN

524AKIZUKI

550FI_AMINGOII

554|JUNEBRIDE

1850YGNUS

551!BERMUDA

553SEA-OROWN

554BABYMARIN

558:SHIOKAZEIII

YACHT TOF。｡．

AO596

AO684

BO585

AO594

BO582

A,0602

AO603

AO606

BO580

AO679

0679

0584

0612

α~
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F!,LCAPERS

沼口日出士

伊藤善昭

W、R.

OHRISTIANSEN

井上正春

0615

事務局よりお願い

会費未納の方は至急お払込下さい。

鮮｡"騨尾“
外洋レース規則、計測。レーテイング規則、会員名簿の残部がありま

すから、ご入用の方は事務局迄お申込下さい、無料送附します。

各レースの申込期日、艇長会議の日時は外洋レース規則の末尾に掲載

してあります、各レース毎に通知を出しませんから、必ずご参照下さ
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登録、計測、再計測、安全検査は事務局にお申込下さい。

直接各委員に申込まれても、実施致しませんから、ご注意下さい。

初島レース、下田黒潮南進レース、大島レースの表彰式は5レース終

了后開催します
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第1回クルーザ教室会計報告書

（収入） （支出）

摘要 金額 摘要 金額

受講者会費（27名分） 講習費

（内訳）

配布教材費18．760

教室借料Z200

識巾受講者会食費1ス6’0

通信費450

印刷費200

雑責725

270，000 44，945
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差引残額 5Z405－
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日時；196

帆走委員長；古屋

帆走委員；福永昭

196s年度初島レース報告

5年4月5日／4日

静男

国松磐一上野山口

古屋静男

18.15より艇長会議を行う、当日は前日からの強風が続いており、大島、八丈

島に強風波浪注意報が出されていたが、測候所とも打合せ、強風は以前残って

おるも前線の通過の必配はなく、日曜一杯天候は崩れることないと判断、レー

スを行うこと決定。但し、横浜、横須賀各保安部より重ねて、荒天準備に十二

分に注意して欲しい旨注意あり、この点各艇長に充分注意要請する。

スタートは小網代湾外に定置網ある為スタートライン若干沖に出して定置網

の一番岸寄りにCommitteeBoatをsetする20.00スタート、NE2～5m海

上穏か、スタート直后、数艇が定置網に飛び込むも潮風以外は自力で脱出潮風

はマークポートにて曳航、スタートやり直しの上、出発する。月光は約20分遅れ

てスタート、各艇スピンをあげ初島に向う。

明朝5時頃ゴールと予想、城ケ島温泉ホテルに待機する。

4月4日（日)NE7～8m

A.M｡5時すぎにトップ艇、視界に現われる。05,58,05LOTUSが

トップにてゴール、続いて、KEYSEVENSCHEDARとゴール、その后各艇

次々とゴールする。Acla.SSが相次いでゴールするが、BOlasSMOSSAII

が6番目にゴールと健闘、13.18.24BABYMARRIEが最后にゴール、全艇

完走。事故なし、修正時間にて1位MOSSAI12位SIRENAが占める、両艇

共艇の性能をよくつかみ、充分に乗りこなしている帆走振り、最近の好調を裏

づける、尚潮風は艇長の説明によりスタート直后の混戦にて定置網に止むを得

ず入る結果となったと説明あり、帆走規則に基づき、修正時間十5筋とする。

以上
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1 96ら,4,S初島レース精算書

入金出艇料

参加料
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￥75，500－

支出コミツテイー宿泊料、電話架設料

※電話代（城ケ島温泉ホテル）

夕食及び電話代（油壺ボートサービス）

油壺ボートサービス謝礼

交通費（￥550×5人）
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￥24．940－

1965．4．5現在残金 ￥50，560－

※電話代（温泉ホテル）は未確定故￥2．000－預託

※賞盃代金は含まれていない。

ゴー＆

1965年度初島レース

スタート1965年4月5日2000

＝震

ｰ園一

ル
号
駈
孟
函
肥
氾
躯
禿
”
如
頤
“

’
１
５
１
呼
一
邪
【
一
》
恥
郵
訓
一
狸
一
靴
到
一
垂
翠

召
番
ろ
雲
３
５
１
１
１
１
１

着
順
一
‐
－
２
３
－
４
’
５
６
’
７
℃
－
９
－
把
嶬
一
皿
‐
一
↓
お
斗
一
倖
ゞ
《
抑
一
喝
‐
柵
一
‐
画
旧
一
汐
一
ｍ
一

｛

０
１
‐
盟
訓
１
１
ト
ー
ｌ
・
靹
郵
『
Ｉ
‐
↑
》
－
４
１
１
‐
｝
．
吟
卜
印
Ｉ

艇 名 艇長 位
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経過時間 修正時間 順参 P.C.F.

回
』
画

LOTUS SEKINEA ｡錫19－58－05 6－47－47

KAYSEVEN A KURT1弧弘＆Ⅱ A－410－26－14 ｡銘4 7－08－19

SCHEDAR559 A ilL､Q妊丑福 3★10－26－55 “2 6－42－14

OONTESSAII OKAMOTO

（

洞
一
誌
一
幟
５
４
０
３
９
７
６
９
２
５
７
６
８
０

１
１
１

１
１
１
１
１
．
．
１
２

A 10－57－45 7－25－11 A－9、677

&刊SIRENA179 OHGIMIA 10－59－42 6－59－07､605

MOSSAII B YOSHIDA 11-06-55 、記7 6－51－28

KUROSHIO A KOIKE 11－18－05 619 7－00－11

SALMONII A TOMINAGA 11－30－－01 _ぬ5 A--127－31－57

GEKKOII A KUBOTA 11－52－21 655 7－19－59 A－8

RYUOMARU A CHIN 11－劃－12 ､645 7－27－46 A計1

SAGAMIII A IIJIMA 11－54－52 ‘鑓7 7－15－41 A－7

JOVIALFIⅧn1A TOl_)A 11－34－53 ご釦7 A－57－01－48

DONGAME B WATANABE 11－45－－54 "597 7－01－14 B－2

SHIOKAZEIII ※8-49-51TAKESHITAA 12－25－2フ ら浦 A-15

ARMADA A MATSUDA 12－25－54 U5" 7－26－56 A-30

JUNEBRIDEIB SUGINOBU 1愚－05－20 .584 7－57－27 B－5

546 HISHAKAKU B SHUTO 596 8－⑱－釦15－41－20 B－5

521

527

KRT1ONIA OOTANIB 8－07－1814－00－10 田0 B－4

OLY],,[PUSII B OCHIAI ､584 8－15－0514－07．－42 B－6

354 BABYMARIN ANDOB 10-02-1617－18－－24 ､弱0 B－7

※Start直后定置網に接触、マークボートにて曳航、スタートやり直しをした為
修正時間十5％とする。
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4○年度下田南進黒潮レース概況報告

昭和40年5月2日～3日

例年の如く伊豆急KKの御好意による前夜祭が、下田東急ホテルで開かれました。

又、翌日のスタートと両日に亘り、休日をも省ず下田海上保安部長をはじめ警

救課の方々、しきね、すみだ、の各船長もわざわざ参席され吾々に励しと、適

切なる御指示を下さいました。

特に今回のレースはスタート前、いろいろと取沙汰された様に、黒潮本流が三

宅を中心としてNEに流れて居り、その周辺は5～4ノット位と予想され、万

-NEの風が強まれば、相当な困難を想像させるに充分な資料が揃いすぎてい

た。故に今回はシーマーカーを安全備品として搭載する事、エンジンの始動が

容易である事等に定めた。

2日0800五月の薫風を受けて一斉にスタート（スタートラインは昨年と同

様）をきる。NE7～8m/sec｡スタート直后コミツテイー2名が、途中連

絡の為巡視船「しきねjに乗船、「すみだ」と共にレース艇の後を追ふ･

N.0｡R.0.のレースには必ず下田保安部の巡視船が警戒に当って下さる上、

「しきね」の宇都宮船長や士官達は、去年のオリンピックでレースの警戒にも

たづさわった経験がある為にか、ヨットの性格、性能をよく心得て居られた。

又、「すみだ」は出港直前、長井附近で漁船が座礁したため、予定より遅れて

レース艇の警戒に当られた模様であった。

先頭艇団のMIGRATOR、KAY-SEVEN、OONTESSA-II等のグループは1150

～’300頃には、早くも式根島～神津島間の沖をマークしていた。続いてくる

しお、さがみ－I1等のグルーーダが同附近を通過するも、くらしおは目前で上

げ潮にか坐りはじめた為潮流が激しく、遂にあきらめて恩馳島を西に大きく迂

廻した。続くはやとり等も同様の目に逢い、こ坐でトツプグループとの差は更

に広がる破目となってしまう。

1830城ケ島レース本部に横須賀海上保安部を経由して巡視船「しきね」よ

り情報が入る。1650～1645に大野原218cllMはやとり、9Mさ

がみII、216o11MにAOI!RTFI等をそれぞれ確認する。従って先頭艇団

と后部艇団の分れ目の一方は、式根～神津間よりタックしつ坐大野原島西近く

をマークし、別のグループは恩馳島西側を大きく迂廻し、大野原島沖を遠くマ

ークした違いが、副半のヤマ場であった。

（

一
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2000～2050にかけて三宅島坪田沖SE1｡5MをMIGRATOR、KAY--

s日VBN、CONTESSA-II等を確認し、海象は曇、SE12n↓/Sec～14m/Sec.

うねりろ視界6であった。又、優勝艇SOHEDARはそれ以月ijl950頃には既に

坪田沖をマークしていた事が後で判明した。続いて2100頃SEA-WITCH｡

くらしお、さが魂－I1、SIRENA.等更に2500～2400にはやとり、

のぶちゃん、龍王丸、AOI｣EJR、飛車角と続いてマークする。

フイニツシユ后各艇長の報告を総合してみると、トツプグループが三宅附近にい

た頃、それまでNEの風がSE12m/Sec｡～14m/Secにプレ、後続艇団

が上り一杯での苦労を尻目に、追風でく、んぐん水を広げてしまった。

三宅島を廻航した艇は常時12m/Sec.～14m/Sec.の風に乗って一旦針路をへ

波浮沖に転じ、快走一路城ケ島に向ふ。

途中SEA-WITOHは三宅島Sの位置でゼノアを破り、ストームに換える。又更

に大島E2M附近で、テイラーの金具が折れ、直に補助テイラーに換えて（そ

の間5－4秒位）帆走を続けたとの報告をフイニツシユ后艇長より受ける。

城ケ島本部も、まさか0554吋にファーストホーム艇がフイニツシユするとは

夢にも思はず、予想としては1500頃と安心しつふも念の為ウオッチを早目に

とることにしていたが、偶然にも0520に起床危ぐMIGRATORのフイニツシユ

を見落すところであった。

さがみ－IIのフイニツシユ直后雨が降り出し、視界も段々と悪くなる一方であっ

た。

990の低気圧が近くにあり東進しつふあったので、1530海上保安部より未

フイニツシユ艇について、フイニツシユした各艇よりその情報をとる様指示を受
へ

けた矢先、飛車角が真鶴に棄権入港し、続いてのぶちやんのフイニツシユを確認

する。台風並の前線の到来寸削に残された龍王丸も江の島入港を確認しo1736

横須賀海上保安部に本レース最后の連絡をとり城ケ島本部を解散する。

レース終了后「しきね」に乗船したコミツテイーより乗船勤務報告がありそれに

よると、「スタート別CONTESSA-IIのトランシー.バーを借用し、レース中は

毎時ジヤストを期して絶えず巡視船と交信することが出来、その位置を確認する

のに容易であった。又夜間の警戒に当っては特に神径を使い、レーダーをも使っ

たが、殆んどその存在をキャッチする事が出来なかった。又ヨットの航海灯は暗

く・時折波や帆の影にかくれて識別しにくい。航海灯が見えると、レーダーを見、



彦
ぐ

汀

キャッチ出来ないと「あれはヨットだ」と奇妙な現象がみられた。又、夜間セー

ル番号を確認する時、懐中電灯で′妬を照らしても番号を読恐とる事が出来ず、発

光信号によるセールノあの発信もデタラメがあるため。益々判読出来ず、遂にサー

チライトによって辛じてセールノ妬を確認すると云ふ様な状態であった」以上の如

き点について1，夜間航海に於ける航海灯について、2.発光信号（セール/妬）

の確実性5.レーダー反射板について、至急改正する要があると思います

吾々レース艇の警戒に当って下さる巡視船の皆様の負担を少しでも軽くする事が

出来る様望んで止みません。

切角の連休を返上して御配慮下さった下田海上保安部長殿をはじめ、スタートよ

り終始レース艇と行動を共にされ、最終艇フイニツシユを確認する迄城ケ島沖を

巡廻し、レース艇の警戒、被護に当られた「しきね」、「すみだ」の両船長、乗

員の皆様方及び地元各関係者の皆様方の御支援を心より感謝し、レースを無事終

了出来た事を報告致します。

昭和40，5．15

40年度下田南進黒潮レース

レース委員会

へ

下田黒潮南進レース
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順位

5

修正時間

５
５
０
０
５
４
０
０
２
２
０

訓
司
毛
毛
毛
弐
毛
訓
司
司
毛
Ｊ
恥
鍵
麺

誕
幻
印
肥
詔
卸
、
叩
叱
叱
弘

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

別
幻
幻
塑
塞
泌
泌
塑
飯
玉
垂

05－54－05

05－－47－15

05－57－30

06－0‘－印

07－28‐-55

08－20－14

09－07－50

11－00－00

11－06－12

16－05－55

16－56－50
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17－50
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↑
牛
↑
生
生
↑
矛
一
一
条
紫
ｎ
ｕ

ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

⑤
②
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④

一

６
７
．
９
８
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１
１
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但しフイニツシユ日は5月5日又Bクラス完走艇はありません。



～

し

入
一

凸

丙

下 田南進黒潮レース会計報告書

収入内訳

参加申込料

申込遅延料

参加会員

〃 非会員

合 計

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
５
０

１
２
１

×
×
×
×

隻
隻
名
名

６
２
８
５

１
４
２

16．000

4．000

24．000

25．000

￥6ス000

支出内訳

宿泊費 城ケ島温泉ホテル

〃入室料52各<150

於下田

於城ケ島

巡視船茶菓代として

10，145

4，800

3､450

2．800

1，100

10，460

4．000

2．000

127

1，375

3､150

1，500

540

500

へ

食 芦

交
通

費
費

通
信 専用電話仮設料

通話料金仮払(彫儲肯算があ）

於下田

燃
謝

費

礼

料

下田保安部その他

下田及城ケ島女中心付

電池､マジック､洋紙、画鋲等

有料道路

備
雑
合

費
費
計

ロ
ロ口

￥45．527

￥21，475差引残額

三十

同士 城ケ島コミツテイー8名、下田コミツテイー4名、

の場合の料金で普通は￥250となります。

上記精算書には賞盃代、印刷料等は含まれません。

入室料は建物内に入場
へ

し／－ス運営委員会


